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札幌から苫小牧凄で濁本海から太平洋に抜ける低地

帯は苦くから札幌一苫小牧低地帯と呼凄れ北海道の

地質を中央北海道と画商北海道と紀区分衣る重要な意義

を有している.蜜たこの低地帯には灘積抵末期から

沖積世にい花る火山灰が多く発達しそれぞれの分布

時代かよく研究されていて火出渓の見学にはこるあい

のコpスである岳

函館から来る特急列箪が薔小物｡近づく頃から支笏

カルデラ淋作り花火山砕暦岩資飽の上紀山頂紀溶砦円

頂丘を祷り花簿前山の特有の姿淋そび免ている肋葦左手

にみえ千歳付近では沖積世の火山灰添3～4層累璽

するのが鉄道線路の切り割り1ζみえる､ζれ島の火

山灰を見学するために札幌から出かはるには大通りの

テ〆ぎ塔東側紀ある帯染バ黒孝一憂ナ〃から平蔵方面

忙は島松で下箪するの秘よい､

欝至蟹

芽L燦一書小

牧低錐薔

臨松

島松は酋くから銀ていのあっ花所であり明治10年4

月札幌農学校での鱈廊凋⑳任期を終克花クラｰクか弟

子濠とごこで別れ有名な鳶薬を残し花所でもあり今

は顕彰碑が嬢りている善その北に勤る旧中肉久蔵邸は

駅ていて明治の建造物で史蹟に指定されている｡ま

たこのあたりは北方稲作発祥の地である.

顕彰碑北側の坂道には石切山でみだのと同じ溶緒凝

灰岩秘露出じゼいる也ζこでは溶緕の程度は彪蜜り強

くなく申程度をいって次い程で坂の上麦下の方へは

次第紀軟弱稼軽宥流堆積物に移化して行くのか観察され

る･芯の溶績凝灰岩の上位の非溶績な軽着流堆積物を

豊平洋宥部層下位のも紗を島松浮看部層と呼んだこと

もあるがこの坂道切り割算の観察からは高温の軽石

鶴慧鰯糧凝繊蹴茨珍㌔
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火山灰について述べて潟巷たい甜

この地域の沖積租火出灰は農業試験場の土壌学者の手

によりて醐⑪隼代役串から調査春れ昭和亀年(1933)

にその大網が確立されたその後も土壌学者地質学

者を交えだ多くの研究者によ嘗て研究か行なわれ現在

では樽前火山からの火山灰が4層恵庭火山からのが2

層釦られている.

火出灰恕縁簸常圃繕して火山から地蝸凄れ花もののうち径

違臓獺以下のものをいい遂榊搬鵬mのもの毅火{礫32醐奴

以上のもめ登火ψ磐擁をいう､しかレここでは従来の蹄称

紀した沸繍で蹄猪瞳のもの綬限り火1山荻をじね.

欝逢図案鏡溶緒凝灰岩の機を符嚢爽餐蕪(鶴繊)

流堆積物の中心部が溶緕し上部と下部は冷却秘急激に

進んだために非溶繕に終ったことを示している串

顕彰碑の南側の坂道では下の方に溶緒部があっ'て上

の方臣ζは非溶綾部棚晦以上の厚さであ資直径1◎～20

鰍前後てほぼ董蔵な二次践気孔秘みられ蕃.二次

噴気孔とは高温な軽看流堆積物淋堆積レた時紀肉部

の水燕気やガ黒が吹き抜け花孔でそ⑬周辺は通常汐ン

タ色を示している苗

譲磯良塚と蹄穣世火山灰

園鉄羨康駅北方約療00㎜鉄道線路東側の台地の上に

美々貝塚添ある岳桑冷員塚は火山灰⑳閥1驚はさまゆて

存在し人ヱ遺物も出土する施め考酋学上地質学上

重要な閥題を含む遺跡である靱干歳柳虻の周塚の意

義を広め保存するため熔遺跡随指定してその蕨繭を

保護し屍学の便をばか脅ている曲

貝塚について記す前に札幌一苫小牧低地帯の沖積推

丁綱層は地表の最上部を構成しチ歳付近では直径約

3鰯1鵬よぶ降下軽看である秘全体萄婁いくつかの層

に分かれその上半部が厚い層になっている睦

いことが齢る岨

欝警図糞磐鑑葛競機綴鋤

欝儀鰯支鏡鰹看流雌繍物寧約二次噴氣孔(島松)�
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札幌一書小敏儀飽欝の火山原綴序

禿撫寧(工鵬)禽晦遂鋤>鰍寧滋.鼠(G滋一湖)

寛漠賢締(豆畿警)

標文武士籍夏王⑪⑪全獺蹄滋｡鼠(概一銚寡)

後耽弐壷欝

鰯文醜鰯立欝

(絢螂蹄鼠駅)食至㈱麦鮒寧滋､筑(俄K一㌢鵠)

綴父後期立畿§鴉鮭至餓寧滋｡鼠(珊噌滋)

醗肉帝野弐土欝鰯鰯⑪簿幻壌騨蟻､既⑱蕊一鰯)

銘⑪⑪幻鎖蹄豫.鼠(碗除鍋5)

沼ノ端履☆鋤牡鎌蹄滋.鼠(G菰イ秘)

厚別砂礫憾拮底鳥砂礫綴

薫鱗軽着流機韻働凱鰍幻?⑪⑪嘩鶯,及(蟻菰刑3)

鱗鵬徽1誰燃王1灘κ､繁1111)

低位段盈嬢讃物

油穫稚火山陳分諦図(山田原図)

丁国一正

τ虫一日

幾魔櫨瞭幻有機嫌繋鰯戴努黛肴⑳繊績炭他派片

これらの分布は山囲(工958)1はって示されており

丁紅々層丁駈a層は濱高山脈を越免て十勝不馴籔で

分布している｡疑近従来帯広付近において鮎帯広火

山砂"と呼ば批てい花火出灰は猛螺層の東方延長であ

ること秘たしかめられた春ら1虻れらの火出灰を橡

前山の山麓熔遣い込んで簿前山の形成は独4属の

活動紀始巌りて独哨層凄では軽看の搬出とそれ鰯1

き続いた火山砕層流の噴閉のくり返し紀攻鳶ζと秘判明

している.現在の山頂勿ルデラは慨噌層の鋤脚を

軽石流噴出の直後恐あゆた串ζれら沖積棋火山灰の降

下年代は歴史謁録考古学資料泥炭の塗長速度天

然樹木の年輪などから推定されてい肋奮長逝では考

歯学資料もぷ抄精密となり童唾C年代測定も追カ鵬れ

くわしい地質調査とともに表のよう紀編年慈れている曲

一

簾轟鰯

蟻一義務⑳紛搬鰯(隷翼瀞艦玉鱗11慧畿め

業海員塚は標高22狐前後の台地崖端紀勧って4貫の

興塚灘からなり最大の規模のものは長径11独前後貝

層中心部⑳厚諮は醐鰍で断面沸保存慈れ七い葛のほ

最大のものである.貝層は脆一C煽ぷ独一護層と⑳闇

紀あ瀞て人工遺物は土籍石器骨箱な妊棚礁自

然遺物は｡勅紬狛ゾ砂碗加(無数)o嚇搬伽鯛雛滋

(臓)γ峻坤滅妙細鋤燃(亙笠)鰍妙鵬ぎ鰍勅碗麦一

触燃(吻戯磁伽鰍μ桝〆肋5(夏)肋幽肋謹(至)

涙砂鱗銚徽燃あ鰯(遂)湿鋤励磁鰯磁破(2)魚

類はすずきぼらうぐい鑑(あるいほ鱈)獣類は

鹿と犬淋出土している埴C蜥肪伽メ砂0π加が圧倒的

紀鋤･刮

貝塚⑳時代をしては出土土器は静内中野式の系列に

属し宥器は少なくとも縄文文化中期を降らないを予想

密れている串顯年代測定は学習院大学木越研究室で

≡欝警鰯

一繁冷録擬籔

慧鰯臓灘

繭鰯鱗下

繊鰍1軸

勧

篶譲炎

嚢童籔噌溺

慧搬噛綴,

幻籍濠嫁

圭

嚢姜独輔弼

嚢1羅嫌濠

血

繕凝煽

嚢婁羅瀞夢

致

銚蘂嶺麗�
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一40-C:Eザa層

第10図

2遡行なわれた.ひとつは貝層トップから20cm下位

の吻キ貝殻でその値は藪里籔⑪O土蜘年暮正(偽K-484)

で他のひと?はトップから80ε㎜下位で土籍片の出

土レベルとほぼ同㌫所からの木炭でその値は遂､蟻Q0±

螂隼風見(G菰一郷)であ繍花苗これらのζあから

葵冷貫塚ほ縄文文化前期宋から申期初頭紀位置するも⑳

恕考史られでいる苗

芙冷貝塚は縄文文化⑳時代を現わすを共に蜜時の自

然環境紀ついても箆大な蔵瞭壷有している曲この貝録

はも欄とも近い苫小牧海瀞から約王㌘脇内陵虹あって

北海遣内の貝塚のなかでもりをも内陸悠位麓するもの㌘

ある曲貝塚の貝属叡層位的ぽみ墨を下綴部にみられ

る測忍ば0磁縦淋多くその他にR砂醐α符幼雛差鰍

抽磁鯛な婁を伴う曲上層部にはc脇加伽か多くな

っており貝類の生棲環境ぱ海水から淡水化の傾向を添

している､蜜た員層下位紀ある伽4層は禽飽の上に

のみ分布するがすぐ上位のT㈹層からは乎野の繭ぽ

も分布している韓芯のζ減沁札擬一苫小牧低地帯

におはる後氷期の海面変化とく1ピ欄文海澄皇紀ついて

考克てみるを聰4溺が隣下堆積篶た漿は海繭は藻裡

よりも数独商く糠甫秘島桑冷近く畿で遼派㌫でい花愁

め現在の乎野部縫降下じ花秘4層は一次的鯵擁穣

すること秘胴来なかり花串興塚の艦成褒化は遼久む

てい淀海然次第に遺いて行繊淀芯とを現わしTa-c層が

降下した時はすでに海は少なくとも現海崖近く漢で退い

ていた･丁亀一c層の降下年代は縄文晩期初頭であり

築々化筍林

再び国道にもどり南へ向かって坂を下りるを早来方

面への道々とぶつかる御前水分岐点へ来る由忍⑳あた

りが笑冷化宥林の産潮で蕗る品圏遺登その漢望南へ進

むと約亙脇む.弧搬の黛蛸庶国遺酉側の切り割り

に化看林を導ねることも出来るし早来方面へ肉かうと

約慧oo搬で左等虹大書な土砂取揚がある岨一般紀土砂

取揚⑳方か露頭は新鮮であ聾鶴察終便利のようである

が時に土砂をくずし花直後はすりかりかく巻れてい淀

りする､火山灰の堆積状態はどれも1砧ん星岡じであ

る由

地表1cは独噌層から跳噌層凄で順次紀累童してい

る措丁隻哨麗独魂層はそれぞ杓層厚30醐前後で

境界はわずか紀腐植雅みられる曲称褐亀⑳独4層は

夏獅～夏轡o鰍彰岱てその下位の臨唄層は遁⑰～婁00鰯

ある苗丁紅磁麗の上部熔は羅色の腐櫨淋多いが跳蛾

層の上部は塞牝ぽしかなくほとんぎが褐魯の火山恢項

よくみると細粒の夙鴛リヤ周淡ありた夢二次堆積の砂

層があっ花りする.

化看林を含海支笏降下軽看堆積物五(警紬ヱ)ほ最下位

紀あ櫛て波く成鰯している曲少し気毅つげるを炭化

した化宥林をみつける饒婁で蜜る埴その土位の支笏鰹

石流堆横物(s測は対称的に無層理であ納蔓爾暫の鏡

界は多少券褐奮紀な榔ているだはで彰蕃.

化石林は土ゾマツと鑑定されており注意して掘り出

驚1咽支錫隣下軽看蟻繊鞠を鰹覆滋艦繍鞠

搬

翻獺巌化し免他看林�
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降下軽蕎機穰物

怪右の粒度が一定し分級作用秘密勅めて餌毛

堆積後刺はる影響秘棚ナれば軽看の表薗は少しもす

夢滅顯て潟らず微繍な凹凸嚢でよく繰存妻れる

軽宥の気泡発生はかな夢農い赫軽着流堆積物中のもの

よ夢劣る

軽葛を軽孫の閥秘空隙にをむ

外集砦片紀葱じく嚢た病礫脈のようなものは存在しな

い

溶縞環譲鳶峨い

二次瞭気孔(蹴㈱幽螂加醜ア出)のあと餅認められ

ない

しばし棋森林を駿壊す義ζ彰なく埋積する

空中を飛行する淀め分布は地形蔵紀支配意れず層厚

為よび粒度は規則的に噴出申心から減少する

瞭出率心ぷ婁蟹映搬以上虹到達する

狐噴出鐙はかな喜多い淋軽石流堆積物1ζは招漢ばない

(星ノ童聾玖箏)

軽石流壌織物

翻)めて分級作用が悪く特記綱かいものが多い

軽宥の養圃は一般にす蔓滅り仰渇

軽賓の気泡発塗きわめて良く絹糸状に伸び柔い

微綴な火山豚か療ぬ閥蜜充類;している

外楽岩片獄種類蒲よび鑑をもを砧な｡

を塁し嚢淀病礫脈淋入る轟含淋論る

しばしば駁螂公で獄溝鯖輝灰堵&なり

を瀞す

葬常によく発達す葛

部分酌には病礫岩状

柱状又は板状節理

森林を破簸し樹木は炭化木片&してのみ含護れる

地上薮城下す蕃淀め娑鱒の地形繭収支配妻れ谷の部倉は

厚く堆積し山地潟よび丘陵はきはて流杓る従りて層厚

変化は不規則で繊度褒化も降下軽宥線星規醐艦輝は噌きリ

しておらず末端部で急速紀減少する特徴を禄す

噴出率心よ妙鋤茨m以内手こ止裏っている

噴出勘ま書わめて多い

(勝燕王9艶による)

すを特有の枝振砂を現わすことも出来る｡

蔓の降下軽看堆積物と軽肩流堆積物は宥切山や島松

迎みたのと同㌫く支笏カルデラから噴出し施ものであ

る曲支笏カノレデラは札滉一苫小牧低地帯の爾にありて

直経は工3X鳩舷でカルデラ形成の直前に大量の軽石

質物を噴出養せた曲はじめ軽看紳磐津を間歓的紀鋤出

しζ牝蔭は弟ルデラ東方に分布してい蕎硅Sp抵至ほ

この最後の降下軽肩堆積物である｡それ1靱きつづき

その絢工0傭ぬあ施る軽宥流堆積物湯激固紀わたって噴出

しそ⑳精巣火山体は鵬没しで勿かデ濠を形成し施､

このようにして形成されたカルデラはクラ漁トア型勿ル

デラを呼ばれ洞爺吻ルデラ十和困吻ルデラ阿蘇カ

ルデラな星目本の有名な勿ルヂラは暑砧んどク茅滋ト

ア型郊ある､支笏カルデラ形成に際しての離要素は

次のま簑紀計算されている｡

炭化したイ脇林について⑳至唾｡隼代測憲は雛垂ゑ◎⑬

士窒1鰐年鷲川鮎棚)搬垂郷域㈱年賦(敏一

触)の婁藪の値が知られている串軽石流堆積物串⑳横

倒しの炭化米片紀ついては雛垂蟻｡⑪立夏事700隼遺児(G荻一

?工3)の値があり層位的組も矛腐はない二

警幽笠の下位紀あ蕎泥炭の花粉分析結果では

娑時の

降下軽宥の噴煙の高奏､絢銘逢総

降下縫宥の初速度胸総◎鋤婁総

降下軽肴の爆発の圧力約隻､釜蝸

降気軽肴の鐙遡｡瞭搬竃

軽煮沸堆積物の量螂刈鰍

降下縫肴療火…は鷺て解放慈杓淀運動猟浄ル嫌一猟互｡熱聰

圃狂く解放され花熱血率ルギｰ圭以雌管難

軽着流堆積物と降下軽看堆積澄壷観察栽蕃裟土熔掲は

夜譲のような違い秘あって濠葛濠かを決め澄芯塗秘出

来る由

付近での栄一リング結果紀よれぱこれら軽有堆積物の

下嬢は篤工鋼のぶ勇紀讃わすζ肋拙策幾時の酋地形

壷球滋蕃芯絃赫芯藷る｡

鰭皇警鰯畿董麓至顯紛聯灘く麟弗原鰯)�
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第夏鰯支甥火ψ砕屑物鹿面の深度(海氷準基準皿)〔山口他1鰯による〕

皐来おぷぴ鴛夢拶ポ賢の支笏降下火山砕魔物

柔冷から東へ行くを約7k皿で支笏軽層流堆積物は

みられなくなる布その代りに薬冷で地表下にありた

驚幽簑以下の降下鞍看緯下岩緯添みられ蕃よう熔なる.

畢来駅の北両方凄たは籔㎞東の孟タッ嚇剛はい露

頭添ある珀衆綴の火山灰はぎちらも岡篶であるがそ

の下位の第四紀層紀相違がありて前者では｡蝋絨徽伽

ゴ砂㈱加やA榊ゐ勿勉sp.などを産し後着からは

0磁徽厚毎鮎や〃砂繊細燃ゴ砂㈱加撚な以ミ産飼して

さら紀下位紀新第三第がみられる苗忍ζでは支笏軽石

沸堆積物添なくて肪明層をs曲1肋塘擦している.

支笏降下火出襟贋物は警幽王から下植へ嚢藪竣坐鋤細

蝸凄で累重する曲これらの簑ちS幽?ピS幽籔挫

欝妻嚢図蝋夢ツ潔揮書ζ船

1青る支錨階下火出騨耀物

樫状園

孫狩猛地帯ダ淡一ブ(王9鋤1

平野美々化宥赫の沓気候悠ついて

w玉,簑

山口久之助1二間瀬棚1純登(螂3):北海道水灘地質團噌小

鼓1蜜蘭満ぷぴ岡説明春北海道並地下資源調査所

管蟹篭輿(工鰯):簿翻火山の研究(そ⑳夏)地質調藍所凋

轍剥｡蝸

添従来餐雌と巻れ色ものである.

早来駅の北方切り割りでは白

亀の竃幽獲ポ不整合で下位層

紀接している由これらの支笏

降下火山砂層物を広く追跡する

と金部で蝸層存在する由し

かしこれらは標高約20凪(火山

灰を剥ぎとるあさらに低くなる)

の段丘から青い地形繭すべてを

覆い15層の火山灰全部棚0㎜

穀止形成以後紀降下堆積したこ

とを示している申

(繁着は耽海道寅蕨)
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